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の社会認知に関する認知過程を明らかにする。17 名の統合失調症患者と 18 名
の健常者を対象に、ヒト身体運動を光点で表現した動画刺激を用いて biological 
motion 検出課題を行い、課題施行時の眼球運動を測定した。さらに、眼球運動





していた。統合失調症における biological motion 知覚能力の低下は、先行研究
と一致する結果であった。課題施行中の視線運動では、患者は健常者よりも注
視時間が長かった。一般に健常者における眼球運動は、最初に注視時間が短い
bottom up 過程で大まかな情報を捉え、その後、注視時間が長い top down 過程
で詳細な情報を得る。しかし、統合失調症では bottom up 注意が障害されてい
るために top down の方略を取った結果、健常者よりも注視時間が長くなった
と考えられる。課題成績と視線運動指標との相関において、患者群では注視時
間が長く注視点の数が少ない被験者ほど正答率が高かった。このことは、統合






共感は共感の自動的な bottom up 過程であり、注視点の数が少ないことは、自
動的な視覚的注意の障害を反映している。したがって、高次の社会認知である
共感の障害は、社会認知の初期段階である bottom up 注意の障害に起因すると
も考えられる。以上より、統合失調症では biological motion 知覚において top 
down 注意が bottom up 注意の障害を代償していることが示唆された。また、










17 名の統合失調症患者と 18 名の健常者を対象に、ヒト身体運動を光点で表現
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